
第 1号議案  2020年 度 活動実績および決算

2020年 度 事業報告書
2020年 4月 1日 から2021年 3月 31日 まで

1.事業の概要

プロジェクト活動は、当初計画の経営支援プロジェクト (有料支援、公的支援)の事業化検討なら
びに、中小企業基盤整備機構のハンズオンC型支援の事業をアドバイザーが継続実施した。
これらの結果、事業決裁書件数は 16件 となり昨年に対して 10件減となった。この内有料支援は 5

件で昨年より3件減となった。一方公的支援は 11件と、こちらも昨年に対して 7件・約 3割減となっ

た。

対前年比で経営支援の事業収入は459,000減・事業収益も105,500減少した。

減少した主な要因は、春先から新型コロナ感染拡大に伴い緊急事態宣言が発出され、企業訪問など

の活動が大きく制限された事が挙げられる。
また、法政大学社会人大学院の卒業予定者に例年実施している応援隊の紹介を兼ねたTNMS説 明
会が秋まで開催できなかったため、年末ごろまで新入会員による経営支援活動が出来なかった。
ITCA実地研修ならびにフォローアップ研修は参加者不足のため開催に至らなかった。またビジネス

ゲーム「パテシエ」の事業化については、コロナの影響で開催できなかった。
この他、中小企業の loT導入支援を目指したプロジェクト活動では、昨年度の PoCを発展させた可

搬型 IoTモニタリングキットを開発し、辰美製作所にてモニタリング・データ分析を開始した。

第 25回おおた工業フェア 2021はコロナの影響で開催中止となったが、応援隊としては初となる「テ

クニカルショウヨコハマ2021」 にオンライン出展 (約 2週間)を果たし、それに併せて応援隊の
ホームページのコンテンツの拡充を行った。

研究会活動は一昨年度発足した「生産計画研究会」「AI研究会」「RPA研究会」で、それぞれの活動
に取り組むことで、mno loT、 mno AI、 mno RR(Ⅷ ono IAR)の事業化構想の実現に向けたプラット
ホームの基盤づくりに着手できた。

その他活動としては、コロナ禍の影響もあり、多くの活動が自粛を余儀なくされた。

2.2020年 度 プロジェクト活動、研究会活動、その他活動の概要

(1)プロジェクト活動結果

① 地域産業の経営革新支援 (法人契約)
02020年 4月 1日 ～2021年 3月 31日 、会員参加者 4名

今年度の支援件数は合計 5件、事業収入■,745,000円 、事業収益 :174,500であつた。
支援内容別の内訳は、以下の通り。 (1契約で複数内容支援あり)
・生産管理システム再構築 (1件 )
・中期経営計画策定支援 (1件 )
・現場改善支援 (1件 )
・ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金申請支援、交付申請支援 (1件 )

② 地域産業の経営革新支援 (個人契約):公的専門家派遣支援制度等の活用
・2020年 4月 1日～2021年 3月 31日 、会員参加者 4名、事業収益 :80,300円

今年度の支援件数は合計 11件
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2018年度 2019年度 2020年度

件数 事業収益 事業収支 件数 事業収益 事業収支 件数 事業収益 事業収支

(法人契約) 11 1,465,000 165,500 2,140,000 216.000 1,745,000 174,500

(個人契約) 66,900 66,900 18 144,300 144,300 11 80,300 80,300

囲匝璽藪田 18 1,531,900 232,400 26 2,284,300 360,300 16 1,825,300 254,800

囲慶i王憂週
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ｎ

Ｖ

ｎ
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ｎ
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ｎ

Ｖ

セ ミナー研修 183.912 119.102 10.000 -73,250 30,000 3,000

合計 20 1,715,812 351,502 28 2,294,300 287,050 17 1,855,300 257,800



制度別の内訳は、東京工業団体連合会の専門家派遣事業活用支援 1件、中小企業基盤整備機構
活用支援 9件、PIO―BS:1件

支援内容別の内訳は、以下の通り。
・設備更新支援 (1件 )
・TⅢS策定 (1件)
0中小企業基盤整備機構ア ドバイザー支援 (9件 )

③セミナー、研修会、教育研修等の事業 (1件):事業収入 :30,000円 、事業収益 :3,000円
・日本生産管理学会 2021年 3月 13日

(2)プロジェクト活動

①loT Oロ ボットプロジェクト
0目 的 :中小企業にとつての ェoTの理解・普及を目的として、実支援プロジェクトに取り組む。
・活動 :2016年 10月 に研究会として発足、2019年度からプロジェクトとして活動。
・テーマ :中小企業が自社の設備の IoTがどの様なものかを具体的にデータをサンプリングし理
解・評価できるよう、可搬式で貸し出し可能な「■oT」 モニタリングキットを開発し、テクニカ

ルショウヨコハマ 2021で紹介し、支援先の集客を試みた。
・成果 :辰美製作所の歯切り盤にセンサーを設置し、サイクルタイム、稼働率、サイクル数を毎

日収集し、工場原価の把握や従業員の日報作成自動化に寄与できるかどうか検証中。
・法政大学 IMコースの卒業生向けセミナーで、■OTの取組みを説明。新規入会に繋げた。
・日本生産管理学会関東支部研究会にて、応援隊のェOT取組みの紹介ならびに、サービスロボッ
トの最新動向についてセミナーを実施した。

②公的事業受託プロジェクト

国の全省庁共通入札参加資格の申請に向け、必要書類を揃え申請中。来期以降の IPAな ど国の関
係機関の事業受託を目指し、その結果、中小企業への個別支援拡大を図る。

③IT活用支援プロジェクト
mno AI活動として、日本生産管理学会関東支部 と の
コラボにより、スケジューラツールを応援隊の支援企業にモニター利用頂き、製品

化に向けた研究に取り組む。この為の基本的なシステムは構築完成した。

(3)研究会活動
①生産計画研究会  ・`
・ 目的 :受注生産のモノづくり中小企業にとつて、受注の情報が変動して生産対応が大変に

難しくなってきているため、これに対応できる生産計画策定システムを開発する。
・活動 :2018年 8月 から、毎月の定例会日にミーティングを開催していたが、ガントチャート機
能開発期間となり、定例会は開催できなかった。
・テーマ :生産計画策定システムとして、生産計画ガントチャー トの開発を行う。
・成果 :生産計画ガントチャー トの開発を日本生産管理学会関東支部との連携で共同開発を行

った。

②AI研究会
・目的 :中小企業におけるAI活用の基礎知識を修得する。
・活動 :2019年 10月 から、毎月の定例会日にオンラインミーティングを開催 (継続中)。
・テーマ :誰でも出来るAI活用の事例
・成果 :試行として、モノづくり応援隊の顧客リストを使い支援有望企業の探索システムを構築・

実施した。

③RPA研究会
・目的 :中小企業にとつても必須となる基幹システムとPAのあり方を研究する。
・活動 :当初は、2018年 10月 から当NЮ の基幹システム構築とPMの活用により効果を検証。
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・テーマ :市販 RPAソ フトの評価を実施。
・成果 :Pr受注書をOCRで読み取り、そのデータを RPAで連携する仕組みの試行を行った。

(4)その他活動
①テクニカルショウヨコハマ2021に オンライン出展
・開催日時 :2021年 2月 15日 (月 )～2月 26日 (金 )
・開催場所 :専用オンラインサイト
・出展テーマ :中小事業向け「生き残り戦略」「デジタル戦略」「公的支援対応」の3本柱

②「おおたモノづくり連携の会」総会開催
・開催日時 :2020年 11月 5日 (木)18:00～ 19:30
・開催場所 :Z00Mオンラインにて実施
0参加者 :11名 (会員企業4名 )
・会員によるディスカッション : 18:30～ 19:30
テーマ :会員企業各社様のコロナ対応

参加者 :会員企業

による、取組み体験等の意見・情報交換

(5)会員状況

2017年度
2018年 3月 末

2018年度
2019年 3月 末

2019年度
2020年 3月 末

2020年度
2021年 3月 末

正会員 賛助会員 正会員 賛助会員 正会員 賛助会員 正会員 賛助会員

△

=
員
数

期首数
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0
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2020年度 活動計算書(予算対比)
2020年04月 01日 ～2021年 03月 31日 (配賦 )

特定非営利活動法人モノづくり応撮障in大田区 特定非営利活動に係る事業の会計

FI団 El日 口:コ¬ 口日口 中 田寵 I□

6151 正会員受取会費 525_000 405ヽ 000 120_000 77_1

6171 -1
費助会員受取会費
―個人 100,000 120,000 -20,000 120.0

6171 -2 ―法人 50_000 50_000 100_0
i C751自由0 日Π

「

F 師Π

「

T 1台6_2

6201 -1
地域産業経営革新支援事業収益
―事業収入 3,000,000 1,745,000 1,255,000 58.2

6201 -2 ―管理収入 200_000 80.300 119_700 40_2

6204 -1
セミナー、研究会教育研修等事業収益
―事業収入 600,000 30,000 570,000 5。 0

6204 -2 ―管理収入 120_000 120_000 0_0

[正 _II‐ 1 ■02●:饉詢 田TΠΠ頭 曜Tコπ頭 47.3
孝の仙

"6551 受取利息 ＾
Ｕ 38 -38

6555 顧 1口用 2_002_684 -2.002_684 0

『
巨可可 71 :] F 阿軍爾扉軍 目西市口F平
経11収 益 含 l〕 | |',111,()(〕 ||   ・l‐ 11;3()夕

`ノ

|(,1l111} 96[)

■[1部門なし]

□画璽五璽至琵E=I理ヨ
- 190 著11目 2_700_000 1_570_500 1.129.500 58_2

■7001∝Ю 1揮70.黎Ю -  1=1・20.1日D0 圧コ

セミナー、研究会教育研修等事業費
- 190 話τl目 648.000 27.000 621.000 4.2

セミナー、 ●411000 27。000 0211000 42

■[部門なし]計 3,348,000 1,597,500 1,750,500 47.7

- 60 姿F11 100_000 100.000 0.0
- 80 l熙 F「F=T¬ 250_000 12_738 237_262 5_1
- 90 踊棗 ]アロ 100.000 64.327 35.673 64.3
- 92 爾而菌日 60_618 60.618 100_0
- 100 謳爾π罫了平蓄■ 50^000 50_000 0^0

0_0- 110 琶ヨ騒コ 50.000 50.000
- 140 瓢丁硼困コ 100.000 100.000 0_0
- 175 配日翻 200_000 176_775 23_225 88^4

53_000 7_000 88_3- 185 調目「] 60.000
- 194 萎覇目 150.000 120.000 30.000 80.0
- 195 支払手数料 40_000 8_945 31_055 22_4

10_00 0_0- 200 阻税公課 10.000
- 250 調コ 60_000 87.260 -27.260 145.4

1_230_618 日平口T珂 日了渾 71調 47.4

経常,■ 月1合 :il |■
'こ

(ヽ 11ヽ     `' ||」 | lt,.3    ノ、;ヽリア41)1; .1't,

経常外収益ィ 計ヽ 0 0 0

(2)経常外費
計ヽ 0 0

当期経常外」軒:ラ:ヨ 0

16_3R2 2_251_8月 9 -2_235_477 13_745_9
13_745_9当期正味財農EI凄コ 16.382 2.251.859 -2.235。 477

『
:凛:∃ 2.993.221 2.993.221 ｎ

Ｖ 100.0
霧薫罰 3_009_603 5_245_080 -2_235_477 174_3正味財産期ラ
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2020年度 活動計算書(3期比較)
2020年04月 01日 ～2021‐年03月 31日 (百己賦 )

特定非営利活動法人モノづくり応撮離in大田区 特定非営利活動に係る事業の会計 (円 )

_⊥_____」 旦 ______」 _型 墜 二 」 二 重 墜 菫_」__型堕 旦 __
聾聾墾:塑の工_____________________________________
_ω墨艶D國L___________________________二 ______¨ _______

120,000

1,465,000

72,012

111,900

□
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正会 員受取会費 405_0001 405_000
賛助会員受取会費
―個 人

90,000120, OOOI

―法人 50.0001 0

1,745, 2,140,000
―管理収入 80.3001 144.300
セミナー、研究会教育研修等事業収益
―菫 当 」7入 10,00030, o00l
セミナー、研究会教育研修等事業収益
―管 理 収 入

ｎ

〉

I

01
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□ ｎ
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3.2020年 度 決算報告書

2020年度 (自 :2020年 4月 1日 ～至 :2021年 3月 31日 )の決算報告は以下の通り。

【貸借対照表】

2020年度 対照表 (2021年 3月 31日現在)

特定非営利活動法人モノづくり応援隊in大 田区  特定非営利活動に係る事業の会計
(円

資産の部 負債の部

流動資産 流動負債

現金 7,942 未払金 661,680

普通預金 5,603,170 前受金 70,000

未収金 202,000 流動負債合計 731,680

前払費用 71,530 固定負債

流動資産合計 5,884,642 固定負債合計 ｎ

ｖ

固定資産 負債合計 731,680

什器備品 60,618 正味財産の部

保証金 31,500 正味財産期首残高 2,993,221

固定資産合計 92,118 当期正味財産増減額 2,251,859

正味財産合計 5,245,080

資産合計 5。 976.760 5。 976.ヤ60負債及び正味財産合計
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【財産目録】

2020年度 特定非営利活■に係る事業の会計 財産 目録

2021年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人モノづくり応撮隊in大田区

(円 )

科   目 描  要 金  額
資産の部

流動資産

現金

普通預金

―一三菱東京UFJ銀行銀座
支店
――ゆうちょ銀行つ18

未収金

――その他

前払費用

流動資産合計

固定資産

什器備品

保証金

固定資産合計

資産合計

7,942

5,603,170

5,065,597

537,573

202,000

202,000

71,530

60,618

31,500

5,884,642

5,976,760

92,118

負債の部

流動負債

未払金

一一般未払金

前受金

一その他

流動負債合計

固定負債

固定負債合計

負債合計

661,680

661,680

70,000

70,000

731,680

731,680

0

正味財産合計 5,245,080
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書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和元年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報■の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 モノづくり応援隊 in大田区

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

〇・監事
シジマ タカシ

石島 隆

令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

９

“ 〇・監事
イカリ ヒロシ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日猪狩 浩

う
０ 0。監事

イケダ カズヒデ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日池田 一秀

４

ニ 〇・監事
サイトウ ススム 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日斎藤 進

Ｅ
０ 0。監事

タナカ ノリユキ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月   日

月 日田中 憲之

Ａ

Ｖ ○ 圏[ヨ
ムラカミ イズル 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日村上 出

７
‥ 〇・監事

モ トムラ ケンイチ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日元村 憲一

０
０ 〇 監事

セラ マサヒロ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年 月 日瀬良 昌宏

Ｑ

υ

⌒

理事・徒壼,
=yrtv <ty 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年 月 日西川 仁

10 理事・監事
年  月  日

年 月 日

年  月  日

年 月 日



書式第4号 (法第 10条 0第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 3年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 モノづくり応援隊 in大田区

氏   名

■
■
石島 隆

９
“

大洋機械 (株 )
代表取締役社長
猪狩 浩

3

閑 大森精工

取締役社長
池田 一秀

4

フィーサ (株 )
代表取締役社長
斎藤 進

5
田中 憲之

6 村
上 出

７
〓

元村 憲一

8 西川 仁

9 瀬良 昌宏

10 沖川 孝生

11

12



謄本 監査報告書

2021年 6月 12日

特定非営利活動法人 モノづくり応援隊 in大田区

理事長 石島 隆 殿

私は、特定非営利活動法人 モノづくり応援隊 in大田区の 2020年度 (2020年 4月 1日

から2021年 3月 31日 まで)の収支計算書、貸借対照表及び財産目録の適正性を確認する

ために、会計帳簿を聞覧するとともに、必要に応じて預金通帳、領収証等との突合せ等を行

いました。また、理事の業務執行の妥当性を検討するために、理事から業務執行の状況につ

いて聴取し、関係書類の間覧等を行いました。

監査の結果、2020年度の収支計算書、貸借対照表及び財産日録は、法人の収支及び財産

の状況を適正に示しているものと認めます。また、理事の業務執行について、法令又は定款

に違反する重大な事実は認められません。

特定非営利活動法人 モノづくり応援隊 in大田区
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